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京都大学臨界集合体実験装置(KUCA)の A 架台を模擬した 2 領域炉心における仮想的な加速器駆動未臨界実

験体系に対して数値解析を実施し、未臨界度等の条件に対する熱外中性子－中速中性子による放射化箔の反

応率への影響を検討した。 
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1. 緒言：加速器駆動システム(ADS)の炉心中性子スペクトルは、中性子源位置や燃料の種類、減速材等に依

存するため、本研究ではスペクトル変化に対する熱外－中速エネルギー領域の中性子特性を実験的に明らか

にすることを目的として研究を進めている。過去の研究[1]において行われた加速器起動システム(ADS)体系

による実験測定では、未臨界度が深まるほど熱中性子に対する熱外－中速中性子による放射化反応の割合が

大きくなることが示唆された。本研究では、中性子源位置や減速材の違いを含めた熱外－中速エネルギー中

性子の影響を明らかにすることを目的として、文献[2]の臨界実験体系をモデルに仮想未臨界体系に対する数

値解析を実施し、熱外中性子－中速中性子による放射化箔の反応率への影響を検討した。 

2.解析概要：Fig. 1 に仮想未臨界炉心体系の例を示す。炉心はポ

リエチレン減速燃料(図中茶色)と鉛ゾーン燃料(図中緑色)から

なる 2 領域炉心である。図における炉心の上方もしくは下方に

核破砕中性子源を仮想的に配置する。そして、熱外－中速中性

子に感度を有する Ta, W, Cuおよび In放射化箔を各燃料領域に

配置し、制御棒挿入パターンによって増倍率を 0.99 から 0.964

まで変化させた体系を取り扱う。数値解析には、高エネルギー

粒子輸送に PHITS[3]、20MeV 以下の中性子輸送ならびに反応

率計算にモンテカルロコード MVP[4]の固定源計算、核データ

ライブラリに JENDL-4.0 を使用した。 

3. 結果：結果の一例として、Fig. 1 図中の下方に核破砕中性子

源を配置した場合の鉛ゾーン燃料領域に設置した放射化箔の

比放射化反応率（Au(n,γ)放射化反応率で規格化）を示す。未臨

界度に対してばらつきがあるものの、傾向として、未臨界度が

深まるほど比放射化反応率が増加する傾向が見られた。ポリエ

チレン燃料領域における傾向や、中性子源位置による影響等の

詳しい考察については、発表にて説明を行う予定である。 
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Fig.1:仮想未臨界炉心体系の例 
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Fig.2: 鉛ゾーン燃料領域における 

未臨界度に対する比放射化反応率の変化 
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